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 現在、大島九州男は政治が国民の声を直接受け止 

め未来を切り開くために全国を東奔西走して活動をし 

ております。 

 大島九州男の政治活動支援のため 2009 カレンダー 

をご購入して頂いて大島九州男へのご支援を募って 

おります。 

是非、皆様方の温かいご支援をお願いいたします。 
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大島九州男ホームページ ＝活動ブログも随時更新中！<http://kusuo-o.net>  

“芯”と聞くと、皆さんは何を連想されるでしょうか？たとえば

コマの芯。芯の軸が ぶれるとコマ全体が暴れだして、きれいに

回りません。一本の軸を見失わないように、そして人生を越えて、

ぶれずに貫く“芯”。特に今の政治には必要です。 

 本年も、私が政治を志した時からの信条である『奉仕と無の心』

の信念を柱に、国民のみなさんお一人お一人を家族と思う心で、

“芯”が ぶれる事がなく国政に関わらせて頂きます事をお誓い

して、年頭の所信表明とさせていただきます。 

2009 年、変革の年が明けま

した。 

 昨年は、１年生国会議員とし

て、とにかく研鑽を積む事と、

皆さんにお約束をした政策実

現の為に邁進してまいりまし

た。お陰様で、いくつかの法律

案の策定に携わり、議員連盟を立ち上げて事務局として汗をか

き、また今もいくつかの勉強会を立ち上げるべく準備を進めてい

ます。 

そして、2009 年。今年は総選挙が行われます。本当に国民

に目を向けた政治にするために、全力で新しい日本の幕開けを実

現させる、決意を新たにしました。 

 物事は、常に変化をしています。その変化に対応するために一

本の軸を持たなければなりません。軸のぶれない“芯”を持つ事

が必要です。 

 

 

171 回通常国会より、総務委員会・議院運営委員会に所属が、変わり

ました。１年生議員は、所属委員会が変わることにより、色々な経験値を積

むための所属変更です。 

また、民主党内におきましては、国会対策副委員長の役を新しく頂きま

した。国民の生活が大変な時期の大切な国会の時に、このような役を頂き

更に身が引き締まる思いです。しっかりと務めさせて頂きます。 

◇大島九州男 2009 カレンダー◇ 

・ 1 枚=１，０００円 

◇お問い合わせ・お申込み先◇ 

大島九州男事務所0949-22-0574 

２００９元旦

 今年も、雪が舞う中、厳かな

気持ちで新年を迎えることがで

きました。 

 

大晦日の夜から１０箇所以上の

神社、お寺巡りを行い、ご挨拶

をさせて頂いきました。 
そして早朝の元旦の式典に参

加。その後、そのまま、福岡８区

の山本ごうせい代表と元旦の街

頭活動をさせて頂きました。１２

時間以上の連続活動。 

今年必ず行われる解散総選

挙に向けた決意の街頭活動。

多くの方に手を振っていただき、

大変勇気を頂きました。 

 

 

 

～歴史的な 1 年に！～ 

 国会内で、１月７日午後、参議院本会議を前に民主党・新緑風会・国

民新・日本の議員総会が開かれ、小沢一郎民主党代表・鳩山由紀夫

民主党幹事長が挨拶に立ち、日本のため、国民の皆さんのために「国

民の生活が第一。」の政治を実現する歴史的な１年にしよう、と意向同

音に呼びかけた。 

 また、小沢代表は、「参議院の皆さんの力が何といっても、この国会

運営のカギを握っている。そういう意味で全力で頑張っていただきた

い」と求めた。その上で、「私どもは『国民の生活が第一。』という政治

を今年こそ実現して、そして、国民に目を向けた政治を実現することに

よって、今大きな問題になっている、経済的な不況も我々の手で克服

していく年にしなければならない。それは我々の責任であると同時に、

課された使命である。お互いに力を合わせて記念すべき歴史的な年

に必ずするように頑張ろう」と力説した。 

 昨年１０月初め、派遣労働者のこの若者は仲間たちと一緒に食堂に集合さ

れ、上司から「不況の煽りで減産せざるをおえない。しかし、余剰人員整理は

会社も望んでいない」といわれて一安心したそうです。しかし直属の班長は、

「会社の言っている以上に状況は苦しい。必ず何らかのシワ寄せが来る」と 

小声で若者に話をしたそうです。班長の言ったように１０月末には、派遣ぎり 

が始る。この会社は途中解雇はないものの 

継続契約は結ばないとの事です。この若者 

は３月で契約が切れます。不安の中で 今 

懸命に仕事をしています。 

雇用の問題なかでも非正規雇用の問題。 

                    労働法制の強化、派遣法の抜本改正を実現

に向けて全力で取り組んでいきます。 


